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１．概要（Summary） 

揮発性有機化合物  (VOC: Volatile Organic 

Compounds) ガス成分は人体へ悪影響を与えシックハ

ウス症候群などの原因となるため濃度把握が必要である。 

大気中の水蒸気を吸着させる方法として、単層カーボン

ナノチューブ  (Single Wall Carbon Nanotube ：

SWCNT) への物理吸着に関する論文が報告されている

(1)。そこでCNTを配置したVOCを効率よく吸着可能な

デバイスの作製を目指し、京大ナノハブの装置を利用し

CNT 成長用基板の微細加工を行った。 CNT 成長は本

学保有のCVD装置で行い、原料となる炭化水素ガスとキ

ャリアガスの混合比率が成長に及ぼす影響を調べた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子線蒸着装置、多元スパッタ装置、両面マスクアライ

ナー、レジスト現像装置、ウエハスピン洗浄装置  

【実験方法】 

京大ナノハブの両面マスクアライナーを用い、酸化膜

付き Si 基板にリフトオフ法により所望形状の Ni/Al2O3を

作製した。Al2O3 膜は多元スパッタ装置、Ni 膜は電子線

蒸着装置を用い形成した。 

次に、本学の熱 CVD を用い CNT を形成した。熱

CVDにおいては、Ar,H2,C2H2の3種のガスを用い、温度、

流量、生成時間など検討した。得られた CNT はラマン分

光法および FE-SEM により構造評価を行い、成長条件

絞り込みを行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

形状観察を行った結果、Ar, C2H2 の混合比が 100:1

近傍で垂直配列する CNTの束が多くなることが確認でき

た。一方、総流量が少ないほど垂直配列性が向上し、

CNT Forestの高さと全体の形状が良くなった。垂直配列

した CNT Forest の内、パター形状が円形で、かつ直径

100m と 50m の形状が良く、特に直径 100µm が最も

形状が良かった(Fig.1)。 

 

Fig. 1. FE-SEM images of CNT Forest grown at 

750℃ by thermal CVD with the flow ratio of Ar: 

C2H2 of 100:1. 
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